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〈熱中症になりやすい人〉 

各論６．こどもの注意事項（案） 
 

こども（特に乳幼児）が送迎用バスや自家用車内などで熱中症によって亡くなるといった

痛ましい事故が、これまでに複数発生しています。こどもは、汗をかくことや血管の拡張な

どによる自律的な体温調節機能だけでなく、衣服の着脱や日陰への移動といった行動によ

る体温調節についても適切に行えないため、高齢者とともに熱中症になりやすい人として

注意が必要です。本章ではこどもが熱中症になりやすい理由や注意事項について解説しま

す。 

 

６－１．こどもの特徴 

 

 

人は、発汗や皮膚の血流量を増加させることで体を冷やします。こどもは発汗機能が十分

に発達していないため、皮膚（頭や躯幹部）の血流量を著しく増加させることで、熱を放散

します。このため、顔が赤い場合、体温が上昇していることが推察されます。 

また、こどもは大人より体重当たりの体表面積が大きいため、周囲の環境の温度に影響を

受けやすいという特徴があります。環境温度が皮膚の温度より低い場合には、発汗機能が未

発達であっても皮膚血流量を急激に増加させることで、体温を大人とほぼ同様に調節する

ことができます。環境温度が皮膚の温度より高い場合は、汗をかくことで熱を放散させるこ

とが重要です。この場合、思春期前のこどもは発汗機能が未発達であるため、体温が大人よ

りも上昇しやすくなります。 

こどもの特徴を示すイラスト 

・こどもは汗をかく機能が未発達であるため、大人より体温が上がりやすいです 

・こどもは体重当たりの体表面積が大人より大きいため、大人より体温が上がりやす

いです 

・こどもは遊びや運動に夢中になると、水分補給を忘れがちです 
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加えて、こどもは遊びや運動に夢中になると水分補給を忘れがちであり、また体重に対す

る水分の割合が多いことから、大人と比べて重症化しやすいです。 

このほか、高温環境下では、こどもが失神を起こすことがあります。これは、大人と比較

して、熱放散のために皮膚血管が拡張される傾向にあることや血圧調節機能が未発達であ

ることが関係しているといわれています。 
 

必要に応じて、各論７「その他の熱中症になりやすい人」も併せて参照ください。 

 

６－２．こどもの注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な熱中症予防及び応急処置については、総論及び各論２～４を参照ください。 
 

（１）こどもが適切な飲水行動をとれるよう指導しましょう 

こどもは、大人以上に水分補給を忘れがちであることに注意し、喉が渇く前に定期的に

水分補給するように指導しましょう。また、あらかじめ休憩タイムを設定することが熱中

症予防行動につながります。  

 

（２）こどもの顔色を十分に観察しましょう 

こどもは体調不良を訴えることができない場合があります。こどもの様子を観察し、環

境が適切か、体調が変わりないかどうかを確認しましょう。顔が赤い場合には、体温がか

なり上昇しているおそれがあります。すぐに涼しい環境へ移動し、十分な休息、水分・塩

分補給を行うよう促しましょう。（熱中症の症状や応急処置については各論１―２「熱中

症にはどのような症状があるのか」、各論４－２「周囲の人が熱中症になった時の応急処

置」を参照。） 

 

 

こどもの注意事項を示すイラスト 

こどもを見守る方は、 

・こども自身が熱中症予防を行うよう促しましょう。特に適切な飲水行動をとれる

よう指導しましょう 

・休憩タイムを設定しましょう 

・こどもの顔色や汗のかき方を十分に観察しましょう 
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（コラム：幼児は特に注意） 

 
 

（コラム：乳幼児の熱中症） 

 

  

 


